
外
の
も
の
は
服
紗
小
納
布
上
下
で
あ
る
。
年
野
・
家

老
・
若
年
中
市
に
は
、
こ
の
後
賜
餐
が
あ
り
、
ま
た
庖

丁
の
的
を
協
は
る
。

合一
)
正
且
二
日

l
藩
侯
は
由
民
斗
目

・
長
上
下
で
大
民

間
に
出
座
し
、
潟
廻
組
及
び
昨
日
出
産
し
得
な
か
っ

た
顕
分
・
大
小
持
・
薪
番
等
の
奔
賀
を
受
け
る
。
是
等

は
皆
献
上
の
鳥
目
を
前
に
置
き
、
列
座
惣
砲
し
、
奏

者
番
が
披
露
す
る
。
終
っ
て
藩
侯
の
入
ら
ん
と
す
る

際
、
活
路
柳
之
聞
に
於
い
丈
能
大
夫
竹
田
様
兵
衛
等

の
奔
到
を
受
け
、
次
い
で
御
問
問
書
院
三
之
聞
に
於

い
て
、
近
寄
顕
及
び
昨
日
以
外
の
奥
小
特
等
の
拝
賀

宇
一
受
け
、
舟
の
聞
に
於
い
て
同
日
以
外
の
議
小
将
の

拝
賀
を
受
け
る
。

2
3正
且
三
日
l
滞
侯
は
貸
悶
寺

・
実
徳
院
の
組
胸

に
穏
で
、
邸
城
の
後
回
世
斗
目

・
防
上
下
を
着
し
て
大

瞬
間
に
出
盛
し
、
昨
日
奔
到
し
な
か
っ
た
府
廻
組
の

外
、
定
番
思
廻
組
・
組
外
組
・
年
寄
支
配
平
士
・寺
祉

奉
行
支
配
平
士
・町
同
心
・
厩
方
・島町
小
頭
・定
番
歩
小

問削
・
節
用
者
小
駅
・料
理
顕
・
細
工
者
小
問
・典
力
・大

工
一舶の
奔
賀
を
受
け
る
。
是
等
は
列
座
し
て
烏
闘
を

前
に
飽
き
、
惣
砲
を
行
ふ
O

衣
い
で
柳
の
聞
に
於
い

て
、
被
校
・町
年
寄
・
家
柄
町
人
・
肝
煎
惣
代
、
遠
腕

の
町
年
許
・肝
限
惣
代
組
び
に
家
柄
の
者
の
拝
賀
を

受
け
る
。

ハ
四
UE
且
四
日

l
滞
侠
は
小
容
院
に
出
座
し
、隠
居
・

年
前
筋
子
・人
持
鏑
子
・
年
寄
席
子
・
人
持
照
子
の
一

人
仮
に
奔
貨
と
献
上
の
鳥
目
と
を
受
け
る
。
但
し
掛
川

侯
多
忙
な
る
時
は
大
岡
山
間
で
惣
穏
に
す
る
こ
と
も
あ

る
。
次
い
で
矢
天
井
の
聞
で
、
昨
日
拝
賀
し
な
か
っ

た
定
番
持
廻
組
・組
外
組
・奥
力
等
が
、
鳥
目
を
猷
げ

て
惣
砲
を
行
ふ
。

円
五
)
正
且
六
日

l
滞
侯
大
阪
聞
に
出
座
し
、
寺
社
方

の
奔
賀
を
受
け
る
。
そ
の
紳
臨

・
僧
侶
は
特
誌
の
由

ネ
ン
ーー
ノ
ウ

絡
あ
る
も
の
L
み
で
、
跡
取
の
献
上
は
鳥
目
百
疋
又

は
五
十
疋
、
信
侶
は
十
帖

一
巻
・
十
帖
一
本
文
は
二

本
で
あ
る
。

2
0正
且
十
二
日

i
掛
川
侯
如
来
寺
に
彦
詣
し
、
邸
城

の
除
去
式
京
よ
り
入
ふり

ハ
平
日
寺
院
参
担
問
の
出
入
は

袈
式
円
闘
を
用
ひ
る
o
u
こ
h

に
列
座
す
る
十
村
・山
廻

り
・新
聞
毅
許
等
か
ら
辺
り
掛
り
に
奔
到
を
受
け
る
。

こ
の
際
奏
者
番
は
喫
斗
日
を
着
け
て
披
露
の
棋
に
詰

る。ハ七
)
正
且
十
五
日

l
滞
佼
小
山
町
院
に
出
座
し
、
昨凶年

在
番
の
小
松
城
呑
の
詳
賀
と
太
万
代
の
献
上
を
受
け

る
。
小
挫
番
邸
中
の

一
入
、
邸
放
の
総
出
席
し
な
か

っ
た
頭
分
も
、
亦
阿
倍
に
於
い
て
舜
秘
す
る
。
次
い

で
務
侯
は
矢
天
井
之
聞
に
於
い
て
、
遠
所
在
住
の
諸

士
、
年
頭
に
紋
服
し
た
平
士
、
及
び
牢
屋
附
邸
の
問

問
問
問
の
拝
賀
を
受
け
、
諸
士
は
烏
闘
を
、
町
留
附
は

末
民
を
献
げ
て
惣
秘
す
る
。
次
い
で
滞
侯
は
大
鹿
聞

に
鞠
じ
、
建
問
寺
庖
の
舜
賀
を
受
け
る
。
等
胞
の
献

上
は
十
帖
一
本
文
は
太
刀
持
代
で
、
濁
砲
を
行
ふ。

〈
入
〉
二
月
初
日

l
諮
侯
は
股
紗
小
袖

・
蹴
上
下
を
む

し
て
小
容
院
に
お
座
し
、
小
松
城
番
及
び
先
に

m
m

し
な
か
っ
た
問
分
の
舜
賀
を
受
け
、
決
い
で
矢
天
井

之
聞
に
於
い
て
、
先
に
出
一
mし
な
か
っ
た
法
所
在
住

の
平
士
そ
の
他
諾
士
の
奔
賀
世
受
け
る
。

而
し
て
今

日
間
出
席
し
な
か
っ
た
も
の
は
、
軍
ね
て
脇
舗
の
却

な
〈
、年
併
に
し
て
本
日
も
篭
城
し
得
ぬ
お
合
に
は
、

必
ず
家
老
を
代
理
と
し
て
界
到
せ
し
め
、
献
上
物
を

捧
げ
る
。

小
阪

・
奥
カ
の
裁
は
、
年
聞
御
慢
の
白
日

出
町
し
な
け
れ
ば
、
笠
日
よ
り
勤
務
し
て
も
翻
見
し

能
は
ぬ
例
で
あ
る
。

ネ
ン
ピ
ヨ
ウ
年
表
五
冊
。
天
文
七
年
十
二
且

廿
五
目
前
回
利
家
が
尾
政
荒
子
に
生
ま
れ
て
か
ら
、

延
享
二
年
六
周
十
二
日
前
倒
音
徳
が
金
保
城
に
卒
去

す
る
に
京
る
聞
の
軍
大
都
件
を
編
年
憾
に
お
き
並
べ

た
も
の
で
あ
る
。
序
訟
な
〈
、
若
者
不
明
。

ネ
ン
レ
イ
ξ
ジ
ユ
合
年
齢
朱
熟

士
人
に
在
っ

て
十
王
族
来
訪
の
も
の
を
い
ふ
。
そ
の
家
督
を
樹
約

す
る
も
全
般
を
受
け
ず
、
之
を
幼
戸
主
と
稽
し
て
公

務
に
服
す
る
を
裂
し
な
か
っ
た
o

J
サ
シ
ノ
イ
チ

三
の
一
。

し
た
の
は
、
矢
張
り
前
同
利
家
が
以
臣
努
吉
の
晴
好

を
受
け
て
、
自
ら
之
を
演
じ
も
し
、
職
分
の
も
の
を

も
保
殺
し
た
以
後
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
徳
川
時
代
に

於
い
て
武
家
の
式
典
と
し
て
そ
れ
の
重
ん
ぜ
ら
れ
た

こ
と
は
、
何世
抽
も
同
様
で
あ
ら
う
が
、
存
分
の
政
相
仲

間
契
闘
を
加
へ

る
こ
と
は
、
ま
た
前
田
氏
程
に
財
力
の

大
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
能
〈
せ
な
ん
だ
こ
と
だ
と

思
は
れ
る
。

。一
v
v話
政
初
期
1
前
田
利
家
は
能
祭
を
好
ん
だ
が
、

そ
の
祝
儀
は
金
春
に
臨
し
、
東
北
・
芭
蕉
・
泡
磁
・江

口
・
山
姥
・千
手
・松
風
等
を
鐸
町
民に
演
じ
た
こ
と
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
除
暇
あ
る
時
は
三
日
に
一

同
の
総

習
を
試
み
た
。
こ
の
時
京
都
の
金
春
統
能
役
者
竹
凶

椛
兵
衛
は
利
家
か
ら
綜
せ
ら
れ
、
子
孫
永
〈
之
青
山
m

へ
、
叉
院
長
三
年
金
春
七
郎
が
、
金
繰
に
於
い
て
助

活
能
興
行
を
出
願
し
た
時
に
は
、
開
川
河
原
に
芝
町

の
場
所
を
奥
へ
た
。

利
家
の
誕
後
弘
し
か
ら
ず
し
て

殴
畏
五
年
利
長
が
山
口
・

丹
羽
二
氏
と
抑
制
う
た
が
、

同
九
年
戦
勝
報
即
位
の
お
に
、
石
川
郡
寺
中
村
な
る
佐

那
武
明
跡
戸
大
野
俊
榊
枇
U

に
、
侮
年
前
事
能
を
興
行

せ
し
め
る
例
を
聞
い
た
。
次
い
で
利
治
の
時
に
は
、

元
利
三
年
卯
反
問
普
段
の
一
例
都
能
が
初
っ
て
跨
る
。

2
一
)
綱
紀
と
能
繁
l
綱
紀
の
時
に
及
び
、
将
軍
側
首

の
哨
好
に
伴
う
て
自
ら
技
を
質
生
大
夫
将
監
友
容
に

mvuひ
、
友
容
の
次
子
以
内
を
政
し
、
叉
金
保
の
結
締

大
夫
の
金
春
流
な
る
と
、
彼
吉
大
夫
の
税
附
疏
な
る

を
共
に
費
生
琉
に
改
め
し
め
た
。
器
開
僑

・
抽出古口
の
同

大
夫
以
下
、
ホ
方
宕
し
〈
は
媛
子
方
に
し
て
そ
れ
を

専
設
と
す
る
者
は
、
緩
か
ら
般
を
受
け
て
御
手
役
者

と
抑
制
し
て
居
た
が
、
綱
紀
は
向
そ
の
外
に
依
技
と
し

て
之
に
繰
越
す
る
も
の
を
養
成
す
る
途
を
立
て
た
。

即
ち
務
の
制
に
御
細
工
所
と
い
ふ
も
の
が
あ
っ
た
、

御
細
工
翠
行
・
御
細
工
小
顕

・
御
細
工
者
が
之
に
四
回

J 
野

能

楽州
州
政
・甜
郷
に
邸
す
る
部
監
問
。

野

石
川
部
杭
江
郷
に
臨
す
る
郎
務
。

野

河

北

制
金
浦
郷
に
鴎
す
る
都
町
問
。

野

河

北

部
71

ケ
庄
に
臥
す
る
部
w
問
。
明
治

山
に
出
品
ふ
り
直
江
野
と
政
め
た
。

ノ

野
加
羽
咋
郡
白
知
院
に
図
ず
る
部
皆
川
。
明
治

八
年
十
月
制
に
例
A
H
せ
ら
れ
た。

ノ

野
羽
咋
郡
小
型車の
内
の
小
手。

ノ
ウ
ガ
Z

ツ

能
賀
越
加
賀
総
領
有
の

=τ
凶

は
、
加
越
能
加
能
越
叉
は
越
質
問
見
な
ど
L
す
る
が
、

天
正
十
八
年
三
且
十
三
日
前
凶
刺
家
の
信
州
縮
引
原

孫
右
衛
門
に
山
間へ
た
印
訟
に
能
賀
越
中
三
凶
と
促
し

た
も
の
が
あ
る
。
文
夫
正
十
九
年
一
泊
且
十
四
日
敦
賀

高
鹿
屋
川
m
右
衛
門
宛
邸
内
印
自
に
も
、
能
加
越
由
よ

り
云
K

と
見
え
る
。
出
時
加
到
の
市
山
領
は
牢
凶
に
泊

ぎ
ず
、
旭
中
は
大
部
分
利
長
の
所
領
で
あ
り
、
そ
の

言
、
も
の
は
能
驚
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
、
か
う

し
た
順
序
に抽出
べ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

ノ
ウ
ガ
ヲ

能
祭
(
一

〉
総
統

加
賀
と
能
祭
と

の
閣
総
は
、
務
政
時
代
以
前
凶
司
自
複
氏
の
頃
ま
で

遡
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
降
腐
に
謹

/ / ノノ

六
五
一


